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みんな子育て楽しんでる!?

とき：１／３１（日）　９：３０～１２：３０　　ところ：揖斐川町地域交流センター

☆開催イベント☆
◦オープニング～映画「それいけ！アンパンマン　ミージャと魔法のランプ」
　　　　　　　　　　ホール ９：３０～
◦キャラ弁づくり　①１０：００～　②１１：３０～　材料費：300円
　　　　　　　　　　講師：大島愛子氏　各24組 ※1/12～ 申込受付開始・先着順

◦家族写真「笑顔の時間」　講師：白川マゆみ氏
◦ママが喜ぶイクメンになろう　講師：三輪吉広氏
◦親子ヨーガ　①10：30 ～　②11：20 ～　講師：ミキ氏　各１０組
　　　　　　　  ※1/12 ～申込受付開始・先着順
◦リラックスコーナー　ハンド・ヘッドマッサージ　眉メイクレッスンなど

◦ぎふの木のおもちゃ・ベビー・キッズコーナー
◦町専門職員による子育てよろず相談
◦町立幼児園（５歳児）作品展示

♪ 豚汁無料配布　１１：０0 ～

問合せ　　　　揖斐川町役場　社会教育文化課・子育て支援課・子育て支援センター
事前申込受付　TEL 22-2111（内線 473）

©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV
©やなせたかし／アンパンマン製作委員会2015

いびがわパパママ子育てフェスタを開催しますいびがわパパママ子育てフェスタを開催します
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平成２７年度　あったかい言葉　５０撰
揖斐川町青少年育成町民会議主催で、あったかい言葉を募集しました。合計 2,789 作品の応募があり、
その中で５０作品を選出しましたので紹介します。� （学年順）

揖斐小学校　３年　中村　陸人 さん：「ありがとう」
　ぼくのお父さんは、いつも仕事でいそがしいです。土日も、仕事の時があります。だけど早く帰ってきた時、
ぼくとキャッチボールをしてくれます。とてもうれしいです。「ありがとう」

揖斐小学校　５年　細野　愛華 さん：「幸せ」
　ママはいつも「私の大事な一人娘だからね。一番大事。愛華といると安心するし、幸せ。」と言ってくれます。
　私もママが一番好きです。

揖斐小学校　６年　加納　稜麻 さん
　この前、おばあちゃんが留守の間にお客さんが来ました。ぼくは外で待っているのは暑いだろうと、中に入っ
て待ってもらおうと思い、冷たいお茶とぼくのお菓子を出してあげました。おじさんはとても喜んで、「あり
がとう」と言ってくれました。

大和小学校　２年　くぼた　なみお さん：「ぐんぐんそだってね」
　トマトがたべられません。それでトマトをそだてました。毎日水やりをしておせわしました。そして１つた
べられました。トマトさん、おいしかったよ。

大和小学校　５年　成瀬　奏 さん：「だんだん上手になるよ」
　料理のお手伝いで包丁を使って野菜を切った。私は、初めて乱切りをした。だから変な形になった。だけど
お母さんは「だんだん上手になるよ。」と言ってはげましてくれた。それから私は何回も練習して、今ではき
れいな形に切ることができた。がんばってよかったな。

北方小学校　１年　こでら　るい さん：「まっとるでね」
　しゅじゅつとけんさのとき、「まっとるでね。」といってくれます。おわったあと、みかのかおをみるとあん
しんして、なみだがでるよ。

北方小学校　６年　細野　乃詠 さん：「どうしたの？」
　「どうしたの？」って、大事な言葉。相手の事を思っているからそうやって言えるんだと思う。私も学校の
友達や低学年の子に、「どうしたの？」って言う時がある。この言葉はきっと、人を助ける事の出来る言葉だ
と思う。

清水小学校　１年　たきせ　春おみ さん：「たからもの」
　ぼくをぎゅっとして、「たからものだよ。」といわれたとき、とってもうれしくてしあわせです。

清水小学校　４年　所　琴詩 さん：「おはよう」
　わたしは、朝しゅうごう場所まで行く時、ちいきの人に会ったら「おはようございます。」と言うけど、そ
したら、やさしく、「いってらっしゃい。きをつけてね。」といってくれて、わたしはうれしいです。

小島小学校　１年　はやし　たいせい　さん：「だいじょうぶ　いっしょにいこう」
　ぼくが、あさおくれていったら、サポーターさんが、「だいじょうぶだよ。」といってみんなのところまで、いっ
しょにつれていってくれました。うれしかったです。

小島小学校　３年　おく村　りりか さん
　きんじょのおじさんが、いつもあいさつをしてくれる。そのとき、「こどもは、たからだ。」といってくれる
から、わたしはいつもあたたかいきもちになる。

小島小学校　５年　土屋　ゆいか さん：「ただいま」
　ママは「ただいま～」と、いつもつかれた顔をして帰ってくる。私は、とてもつらくて「おかえり」とかえ
すと、いつも笑顔になってくれてうれしいです。

谷汲小学校　１年　よこやま　りょうじ さん
　おばさんに「みてるとげんきになるね。」といわれてうれしかった。

谷汲小学校　４年　伊藤　幹太 さん：「はい、よろしゅ」
　ぼくの家では、朝、昼、夜のごはんをすべてかんしょくすると、毎日、「はい、よろしゅ」と言われます。
こうしてよく考えない時には、あたりまえのように思えるけど、よく考えると、お母さんから「ありがとう。」
と言われているのと同じなので、この言葉にしました。
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春日小学校　６年　小寺　美菜穂 さん
　朝、ラジオ体操に行くと、地域の人や家族、友達が「おはよう」と言ってくれます。また、ハンコをおす時、「よ
ろしく」や「ありがとう」と言ってくれます。このように声をかけられると、言われた人も言った人も気持ち
が良くなるので、私も声をかけたいです。

坂内小学校　３年　新井　晴月 さん：「そのちょうしだよ、がんばれ」
　鉄ぼうのさか上がりができなかった時、友だちがお手本やコツを教えてくれながら、「そのちょうしだよ、
がんばれ。」と言ってくれた。友だちのお手本やコツをよく見てやってみたら、少しだけできたよ。うれしかっ
たよ。

養基小学校　１年　たかはし　ゆきや さん：「ありがとう」
　ぼくのおじいちゃんは、みまもりたいをしています。あついひもあめのひも、ぼくだけでなくみんなのあん
ぜんをまもってくれるおじいちゃんにありがとうとつたえたいです。

養基小学校　３年　ひらもと　りりな さん：「だいじょうぶ？」
　わたしが、コンクリートでころんだ時、ともだちが、「だいじょうぶ？」と言って、ほけん室につれてって
くれました。ありがとう。うれしかったな。

養基小学校　６年　寺井　樹里 さん：「ありがとう」
　わたしが散歩していると、おばあさんが、物をおとしてしまって気付いていなかったので、わたしてあげる
と、「ありがとう。」と言ってくれて、すごくうれしかったです。とても心があたたかくなりました。

揖斐特別支援学校　６年　柴田　遥夏 さん：「おはよう」「これ見て！」
　いつも声をかけてくれてありがとう。言葉は返せないけど、心の中でいつも返事をしているよ！

揖斐川中学校　１年　小澤　みなみ さん：「おはよう」の笑顔
　いつもあいさつをしても返してくれないおじいさんに、勇気をもって「おはようございます。」と言った。
そしたら、笑顔で「おはよう。」と言ってくれた。うれしかった。明日はもっと大きい声で言おう。

揖斐川中学校　１年　宮川　日向 さん：「がんばらなくていいよ」
　お母さんは、塾のテストがあるとき、それまでは、頑張ってや期待しているよと言ってくれる。でも、塾に
行く前になると、「がんばらなくていいよ。」私は、この一言できんちょうがほぐれたよ。うれしかったな。

揖斐川中学校　２年　石原　璃奈 さん
　学校に行く途中の交差点、私がいるのに気付くと車を止めて渡らせてくれるので、「ありがとう」の思いを
こめておじぎをすると、「どういたしまして。」と言ってくれた人がいた。うれしかった。

揖斐川中学校　２年　髙木　桃花 さん
　普段あまり話すことのない地域の方から突然の「頑張ってるね。」の言葉。小学校低学年の時から続けてい
る習字の作品が、賞に入った事を知ってわざわざ声をかけてくれました。「じょうずやね。」と言ってもらえ、
これからも頑張って続けていこうと心に決めました。

揖斐川中学校　３年　駒月　健太 さん：「今日、学校どうだった？」
　夕食の時にほとんど毎日、父に「今日学校どうだった？」と聞かれる。僕は、「まあまあだった。」と言う。
本当に短い会話で、あたりまえのようだけど、ないと少し不安になる。今日も聞かれるかな。

揖斐川中学校　３年　岸本　侑樹 さん：「いってらっしゃい」
　いつも母に「いってらっしゃい。」と言われ学校に行く毎日。でも、夏休みはちがう。母が仕事に行く際、「いっ
てらっしゃい。」と言う。今までの分のお返しに・・・。

北和中学校　１年　宗宮　まどか さん
　夏休みに入り、部活の時間が長くなり、毎日くたくただ。そんな時、いつも電話で「がんばってね、体に気
を付けて。」とはげましてくれる新潟のじいちゃんとばあちゃん。明日もがんばろうって思えるよ。ありがとう。

北和中学校　２年　杉山　愛葵 さん：「がんばってこい」
　部活動での試合のとき。朝早くて忙しい時間なのに、私のために早く起きて弁当を作り、「がんばってこい。」
と送り出してくれるお父さん。その一言が私のエネルギー源です。いつもありがとう。

北和中学校　３年　香田　直紀 さん：「まめかな」
　「まめかな。」祖父に聞かれて始めは困惑。理解して「うん。」と言うと二人で笑い合えた。わが家の温かな
ひととき。
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谷汲中学校　１年　町田　里奈 さん：「大丈夫」
　泣いてた時とか、困っている時そばにいて、「大丈夫？」って言ってくれる仲間がいる事。すごく幸せなんだ。

「大丈夫？」この一言だけで安心できる。ほっとする。落ちつける。私は友達から、そんな一言で救われたこ
とがたくさんあるんだよ。

谷汲中学校　２年　長柄　萌 さん：「いってらっしゃい」「気をつけてね」
　学校に行くために通る道で、地域の人、すれ違う人がいる。その人たちは、みんなそろって「行ってらっしゃ
い。」や「気をつけてね。」と声を掛けてくれる。私は、いつも一日を過ごせる、元気と笑顔をもらう。

西濃学園中学校　３年　吉田　志帆 さん：「おかえり」「いってらっしゃい」
　家から離れた寮制の学校に行っている私が家に帰ると、家族は必ず「おかえり」と言ってくれる。家から学
校に帰る時も「いってらっしゃい」と言ってくれる。なんでか分からないけどがんばろうと思えるんだ。

揖斐高校　１年　杉山　友衣 さん：「うちを頼れ」
　私が高校生の初めての夏休みのときに、友達や部活、家ですごく嫌な事があったときに、同じクラスの友達
が「どうしたの。大丈夫か。」と声を掛けてくれました。私が「大丈夫だよ。」って言うと、「うちを頼れ。」っ
て言ってくれて、とても心強かったです。

揖斐高校　１年　米山　菜々穂 さん
　いろいろ悩み事があって、それを兄に話した。、聞いていないふりをして、実はちゃんと話を聞いていて、「お
前はお前なんやで、自分の好きなようにすればいい。」と言ってくれて、なんとなくうれしかった。

揖斐高校　２年　中島　花香 さん
　いつも仕事で私が寝ている頃に帰ってくる父だが、日曜日はいつも、「どこへ行きたい？」や「何が食べたい？」
と私や弟や母と過ごす時間を大切に思ってくれていることを何より嬉しく思う。

揖斐高校　２年　小倉　律保 さん：「大丈夫、頑張りなさい」
　自分の進路を決めた時、不安で仕方なかったけれど、母は一言「大丈夫、頑張りなさい。」と心を安心させるあっ
たかい言葉をかけてくれた。ありがとう。

揖斐高校　３年　松岡　鈴李花 さん：「こけたら立ちあがれ」
　「こけたら立ちあがれ」父が落ち込んでいた私に言ってくれた言葉です。「お前ならできる。けど、お前にし
かできん。だから何度でもこければいい。その度に立ちあがって前に進みなさい。」この言葉を思い返すとや
る気が出てくる。ありがとう、お父さん。

揖斐高校　３年　勝野　恭子 さん：「一緒に頑張る」
　友達との会話の中で私が落ちこんでいる時、一緒に頑張る？と言われて心がすごく楽になった。

今村里枝子 さん：「みんなで食べると美味しいね」
　今年で９０歳になる祖母。記憶力が低下し、１～２分で忘れてしまうため、同じ言葉を繰り返してしまう。
家族で囲む食事でも、祖母は同じ言葉を何度も言う。「みんなで食べると美味しいね。」この言葉は何度聞いて
も心がほっこりしてしまう。

高橋　美鈴 さん：「おかあさん、いつもありがとう」
　母の日が少し過ぎた頃、「おかあさん、はい」と手紙をくれました。そこに「おかあさん、いつもありがとう。
おかげですこし、おおきくなれました。」と書かれていました。すごくうれしくて、あたたかい気持ちになり
ました。

宮川　直美 さん：「ありがとう」
　娘は毎日一日に何度も「ありがとう」と言ってくれます。朝起こした時、ごはんを出した時、当たり前の事
をしているだけなのに「ありがとう」と言ってくれる。疲れていても笑顔になれる、あったかい魔法の言葉です。

福田　誉子 さん：「いってきます！！」「気をつけて」
　中学生になった息子は、自転車通学になりました。玄関を出る時と門から自転車に乗る時、必ず毎朝２回「行っ
てきます！！」と元気に言います。「気を付けて」「行ってらっしゃい」「楽しんでこいよ！」家族中で返事が飛
び交います。事故なく無事を祈るおまじないです。

鳥井　貴之 さん：「おつかれさまです」
　夏の暑い夕方、子ども会の花壇の水やりをやりに行った時のことです。一人の女の子が、自転車で通った時
に、「おつかれさま」と声を掛けてくれました。その一言だけだったけど、すごく心が温かくなりました。こ
れから私も、「おつかれさま」と声を掛けてあげたいです。

清水由加里 さん：「おはよう」
　「おはよう」と声をかけ、「おはようございます」と、帰ってくる言葉で元気が判る。車の動きを見ながら旗
をおろす。「いってらっしゃい。」「気を付けてね～。」と声を掛けると、私も今日一日頑張ろうと思う朝でした。
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　揖斐川町青少年育成町民会議家庭部会では、「増やそう！！わが家の家族時間運動」を推進しています。家族みんなで「家
族時間」を大切にし、家族の絆が深まるように、皆さんが過ごした素敵な「家族時間」を町内の小中学校に募集したとこ
ろ沢山の応募がありました。地域のみなさんにも紹介したいと思います。

題（やったこと） おにぎらず
（自分の感想）
　おねえちゃんといっしょに「おにぎらず」のざいりょう
を切ったり、たまごをやいたりしました。
　かぞくでおしずしのようにかたにつめてじょうずにまた
つくりたいです。

（家族の感想）
　清水小学校での家庭教育学級で作り方を教えてもらった
り、夏休み特別教室で「おにぎらず」にまた出会えたので
おうちで作ってみました。
　お姉ちゃんシェフが指揮をとってくれて由くんは、アシ
スタントでがんばってくれました。成長をかんじて本当に
うれしかったです。また一緒に作ろうね。

今度家族でやってみたいこと てまきずし

題（やったこと） 玄関掃除
（自分の感想）

　
みんなで協力して掃除をすると、会話も広がるし、家の

中もきれいになるので気持ちもさわやかになると思います。
　だから、これからも掃除をして、環境も心も磨いていき
たいです。

（家族の感想）
　家族みんなで協力して掃除をすることは、気持ちいいね。
これからも一緒に掃除をしていきましょう。
　今度はぜひスポーツもやってみましょう。バドミントン
がやりたいです。

今度家族でやってみたいこと みんなでスポーツ

「わが家の家族時間」の応募の一部を紹介します

増やそう !! わが家の家族時間　運動
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林　明子 さん：「ありがとう」
　私が困っている時、すぐに子ども達が手伝ってくれます。そんな時は「ありがとう。」と伝えます。子ども
が助けてほしい時、私が手を貸すと、「ありがとう。」と返ってきます。当たり前の一言だけど、すぐに言い合
える家族になれて、幸せに思います。

荒木　里美　さん
　夏休み。つらいラジオ体操がはじまります。でも地域の大切な交流だと思います。地域の人も毎日来ていて
子ども達がお褒めの言葉をもらいました。ちゃんと見ていてくれているんだと少し嬉しかったです。朝のあい
さつも声をかけていただいているようで、ありがとうございます。

大久保　みゆき　さん
　私が体調を崩し仕事を早く切り上げ夕食も作らず寝込んでしまった時、目をさますと机の上に玉子ぞうすい
とお茶が置いてありました。言葉はありませんでしたが、「これ食べて早く治して」という娘の言葉が聞こえ
たような気がしました。

安藤実名子　さん：「今日は私ががんばるね」
　急に体調が悪くなって寝込んだ私に、「今日は私ががんばるね。」と娘の言葉。夕ご飯に後片付け、弟の面倒
と、小さなお母さんになってくれました。我が子の成長をうれしく思った一時でした。

田口　寿子　さん：「お母さん、ぼく、やっといたよ！！」
　自営業の我が家は仕事が終わる時間は決まっておらず、夕食後も仕事に戻る毎日。こんな忙しい中、息子達
は「お母さん、ご飯作っとこうか」「お風呂洗っといたよ」とさりげなく助けてくれます。その言葉と心がと
ても嬉しく、私の心の支えとなっています。ありがとう。

衣斐　まち子　さん：「自分の家が一番ホッとする」
　遠征から帰った子どもが「やっぱり自分の家が一番ホッとする。」と一言。いつもワイワイガヤガヤうるさ
いばかりの我が家ですが、子どもにとって居心地の良い場所であることに、私もホッとしました。


